
Cisco ACI Virtual Edgeでの vMotion

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco ACI Virtual Edgeで VMware vMotionを使用する際のガイドライン（1ページ）

Cisco ACI Virtual Edgeで VMware vMotionを使用する際の
ガイドライン

Cisco ACI Virtual Edge VMを VMware vMotionで移動することはできませんが、同じホスト上
のゲスト VMは vMotionで移動することができます。Cisco ACI Virtual Edgeと同じホストを共
有しているゲストVMで vMotionを使用することに関する、このセクションのガイドラインに
従ってください。

vMotionの設定

ネイティブなスイッチングモードを使用していて、単独の EPGを有する個別のVMkernel NIC
上で vMotionを設定することを推奨します。

クロス VMware vCenter vMotionのサポート

CiscoACIVirtualEdgeのためのCiscoACIによるマイクロセグメンテーションは、クロスVMware
vCenterおよびクロス VDS vMotionでサポートされます。

エンドポイントに対してVMware vCenter vMotionを行うと、数秒間トラフィックが失われる可
能性があります。

（注）

クロス VMware vCenterおよびクロス VDS vMotionに関するガイドライン

•送信元および宛先の VMware vCenter Serverインスタンスと ESXiは 6.0以降のバージョン
を実行している必要があります。
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•送信元と宛先の vSphere Distributed Switch（VDS）のバージョンは同じである必要があり
ます。

•クロス VDSおよびクロス VMware vCenter vMotionの前提条件については、VMwareのマ
ニュアルを参照してください。

Cisco ACI Virtual Edgeでの vMotionのサポート

CiscoACIVirtual Edgeは、CiscoACIVirtual Edgeドメインで分散ファイアウォールが有効になっ
ていない場合に、クロスVMware vCenterおよびクロスDVSをサポートします。分散ファイア
ウォールが有効になっているときには、vMotionに対して次の制限がかかることに注意してく
ださい:

表 1 :分散ファイアウォールが有効になっている場合の vMotion

VMM間 (クロス DVS)VMM内 (DVS内)vMotionのタイプ

サポートありサポートありクロス vCenter

サポートありサポートあり単一 vCenter

サポート対象外サポート対象外クロスCiscoACIマルチサイト

クロスデータセンター VMware vMotionの後の古い VMエントリ

同じ VMware vCenter内でクロスデータセンター VMware vMotionを使用して VMを移行した
場合、ソース側の DVSに古い VMエントリが残る場合があります。この古いエントリは、ホ
ストの削除の失敗などの問題の原因となる可能性があります。この問題の回避策は、vNetwork
DVSで「ポートの状態のモニタリングを開始」を有効にすることです。手順については、
VMwareのWebサイトのKBトピック、「Refreshing port state information for a vNetworkDistributed
Virtual Switch」を参照してください。
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